
新村出記念財団報 32（1）

32
平成30年（2018年）7月

京都市北区小山中溝町19
一般財団法人新村出記念財団

　

平
成
二
十
九
年
度　

事
業
報
告
書

事
業
の
状
況

　

新
法
人
設
立
後
五
年
目
を
迎
え
、
財
団
は
機
構
・

組
織
と
も
安
定
し
、
適
正
な
管
理
運
営
の
も
と
、
年

度
当
初
の
諸
事
業
計
画
の
遂
行
を
期
し
て
き
た
。

　

役
員
に
は
若
干
の
変
更
が
あ
り
、
平
成
二
十
八
年

度
末
を
も
っ
て
評
議
員
の
大
高
順
雄
、
豊
田
昌
倫
両

氏
、
理
事
の
土
井
洋
一
、
前
田
富
祺
両
氏
が
退
任
し

た
。
二
十
九
年
度
に
は
遠
藤
邦
基
氏
が
監
事
に
選
任

さ
れ
、
ま
た
新
た
に
大
槻
信
、
金
文
京
の
両
氏
が
評

議
員
に
選
任
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
九
年
度
に
お
い
て
実
施
し
た
諸
事
業

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
重
山
文
庫
の
公
開

　

平
成
二
十
九
年
度
も
引
き
続
き
重
山
文
庫
を
一
般

公
開
し
た
。
開
館
日
は
毎
週
月
曜
日
及
び
金
曜
日
で
、

開
館
時
間
は
十
時
か
ら
十
二
時
、
午
後
一
時
か
ら
四

時
で
あ
る
。
蔵
書
の
閲
覧
、
文
庫
の
参
観
を
受
け
付

け
た
。

　

本
年
度
の
文
庫
の
来
館
者
は
調
査
研
究
者
一
般
見

学
者
合
わ
せ
て
三
百
九
十
四
名
で
あ
っ
た
。
と
く
に

一
般
市
民
の
見
学
、
来
館
の
増
加
が
著
し
い
。

二
、
新
村
出
賞
・
研
究
奨
励
賞
・
刊
行
助
成
金
の
贈
呈

　

第
三
十
六
回
新
村
出
賞
・
第
三
十
五
回
研
究
奨
励

賞
・
平
成
二
十
九
年
度
刊
行
助
成
金
の
公
募
は
七
月

末
日
を
応
募
締
切
日
と
し
た
。
候
補
研
究
業
績
の
応

募
数
は
新
村
出
賞
六
件
、
研
究
奨
励
賞
三
件
、
刊
行

助
成
金
一
件
で
あ
っ
た
。
選
考
委
員
会
は
二
回
（
九

月
九
日
・
十
月
二
十
一
日
）
開
か
れ
た
。

〇
新
村
出
賞
〔
副
賞
一
〇
〇
万
円
〕

　

早
津
恵
美
子
氏　
　
　

東
京
外
国
語
大
学
大
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
日
本
学
研
究
院
教
授

　

『
現
代
日
本
語
の
使
役
文
』

　
　
　
　
　
　

（
ひ
つ
じ
書
房
二
〇
一
六
年
十
月
刊
）

〇
研
究
奨
励
賞
〔
副
賞
六
〇
万
円
〕

　

市
村
太
郎
氏
（
常
葉
大
学
教
育
学
部
講
師
）

　

「
副
詞
『
た
い
そ
う
』
の
変
遷　

　
　
　
　
　
　
　

―
―
近
代
語
を
中
心
に
―
―
」

　
　

（
『
国
文
学
研
究
』
第
一
六
七
集
（
二
〇
一
二
年
）

　

「
副
詞
『
ほ
ん
に
』
を
め
ぐ
っ
て
―
―
『
ほ
ん
』

　
　
　
　

と
そ
の
周
辺
―
―
」
（
『
日
本
語
の
研
究
』

　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
）

　

「
雑
誌
『
太
陽
』
『
明
六
雑
誌
』
に
お
け
る
程
度
副

　
　

詞
類
の
使
用
状
況
と
文
体
的
傾
向
」
（
『
日
本
語

　
　
　
　

の
研
究
』
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
）

　

「
洒
落
本
に
お
け
る
『
い
っ
そ
』
と
『
い
っ
こ
う
』
」

　
　
　

（
『
近
代
語
研
究
』
第
一
九
集
（
二
〇
一
六
年
）

〇
刊
行
助
成
金

　

該
当
者
な
し

　

な
お
、
受
賞
者
に
は
『
新
村
出
全
集
総
索
引
別
巻
』

な
ら
び
に
『
新
村
出
記
念
財
団
設
立
三
十
五
周
年
記

念
論
文
集
』
を
一
冊
ず
つ
贈
呈
し
た
。

　

贈
呈
式
は
御
所
西　

京
都
平
安
ホ
テ
ル
に
て
、
平

成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）
に
行
っ
た
。

三
、
年
報
の
刊
行

　

『
一
般
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
団
報
』
三
一
号

を
刊
行
し
た
。
平
成
二
十
八
年
度
に
行
っ
た
財
団
の

諸
事
業
な
ど
を
紹
介
し
た
。
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雑
報

　

こ
れ
ま
で
財
団
で
預
か
っ
て
い
た
新
村
出
博
士
の

日
記
類
が
ご
遺
族
よ
り
正
式
に
財
団
に
寄
贈
さ
れ

た
。
昭
和
十
年
か
ら
昭
和
四
十
年
途
中
ま
で
全

八
十
四
冊
に
わ
た
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
（
出
博

士
ご
自
身
に
よ
る
通
し
番
号
が
一
か
ら
八
十
六
ま
で

振
ら
れ
て
い
る
が
、
欠
本
が
二
冊
あ
る
）
。
結
婚
前

の
出
博
士
と
豊
子
夫
人
の
往
復
書
簡
も
一
緒
に
残
さ

れ
て
い
る
。
専
門
業
者
に
委
託
し
て
防
虫
処
理
を
し

た
う
え
で
保
管
す
る
こ
と
に
し
た
。
な
お
公
開
は
し

て
い
な
い
が
、
個
別
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
答

え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。　
　

（
平
成
三
十
年
四
月
）

　

故
潁
原
退
蔵
（
元
京
都
大
学
教
授
）
夫
人
芳
枝
氏

宛
の
新
村
出
博
士
の
書
簡
（
封
書
一
点
）
を
、
新
潟

市
の
山
本
善
一
郎
氏
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
頴
原

博
士
の
没
後
公
刊
さ
れ
た
そ
の
著
書
『
江
戸
文
芸
研

究
』
（
一
九
五
八
年
）
を
贈
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る

礼
状
で
あ
る
。　

（
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
二
日
）

　

静
坐
社
機
関
紙
『
静
坐
』
の
た
め
に
新
村
出
博
士

が
執
筆
し
た
論
考
の
原
稿
二
点
、な
ら
び
に
書
簡
（
封

書
一
点
、
葉
書
三
点
）
を
静
坐
社
小
林
厚
子
氏
よ
り

寄
贈
い
た
だ
い
た
。
原
稿
に
は
旧
仮
名
使
用
に
対
す

る
博
士
の
こ
だ
わ
り
を
示
す
書
き
込
み
も
見
ら
れ

る
。　
　
　
　
　

（
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五
日
）

〇
お
詫
び

　

平
成
二
十
八
年
七
月
発
行
の
本
財
団
報

三
十
号
の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
左
記
の
よ
う
に
訂
正
し
、
謹
ん
で
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

　

一
頁
中
段
十
一
行
目
、
二
頁
下
段
三
行
目

誤　

蜂
失
真
弓

正　

蜂
矢
真
弓

　

一
頁
中
段
十
三
～
十
四
行
目

誤　

「
形
容
詞
被
覆
形
・
露
出
形
＋
「
人
を
表

　
　
　
　

す
名
詞
」
の
形
態
と
意
味
」　

正　

「
被
覆
形
に
よ
る
複
合
・
派
生
の
再
考
察

　
　
　
　

―
―
形
容
詞
被
覆
形
の
想
定
―
―
」

　

二
頁
下
段
十
九
行
目

誤　

適
時
的

正　

通
時
的

　

三
頁
中
段
二
十
～
二
十
一
行
目

誤　

三
十
四
号

正　

三
十
四

五
、
『
広
辞
苑
』
第
七
版
の
刊
行

　

兼
ね
て
よ
り
編
集
が
進
め
ら
れ
て
き
た
『
広
辞
苑
』

第
七
版
が
平
成
三
〇
年
一
月
に
、
岩
波
書
店
よ
り
刊

行
さ
れ
た
。

　

訃
報

　

評
議
員
と
し
て
平
成
十
六
年
か
ら
平
成
二
十
三
年

ま
で
当
財
団
の
運
営
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
秋
永

一
枝
氏
が
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
九
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

四
、学
術
講
演
会
（
於　

御
所
西　

京
都
平
安
ホ
テ
ル
）

　

平
成
二
九
年
十
一
月
二
十
三
日
、
京
都
大
学
名
誉

教
授
・
本
財
団
理
事　

木
田
章
義
氏
が
「
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
攷
―
―
日
本
語
と
日
本
文
化
―
―
」
と

題
し
て
講
演
し
た
（
講
演
内
容
は
後
掲
）
。
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活
字
版
の
時
代
』
新
典
社
（
平
成
三
十
年
三
月
刊
）

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。　
　
　

（
平
成
三
十
年
三
月
）

　

故
川
田
順
（
歌
人
）
宛
の
新
村
出
博
士
の
書
簡
（
封

書
二
点
、
葉
書
五
点
）
、
故
前
川
佐
美
雄
（
歌
人
）

宛
新
村
博
士
の
書
簡
（
封
書
一
点
）
、
並
び
に
故
岡

本
良
知
（
歴
史
学
者
・
日
欧
交
渉
史
）
宛
新
村
博
士

の
書
簡
（
封
書
一
点
）
を
八
木
書
店
よ
り
購
入
し
た
。

川
田
順
に
宛
て
た
も
の
は
川
田
と
新
村
博
士
の
和
解

直
後
、
昭
和
三
十
一
年
十
二
月
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
平
成
三
十
年
一
月
）

　

故
関
口
泰
（
せ
き
ぐ
ち
た
い
。
出
博
士
の
甥
、
博

士
の
姉
操
（
み
さ
）
と
そ
の
夫
関
口
隆
正
の
三
男
）

宛
の
新
村
出
博
士
の
書
簡
（
封
書
）
と
歌
稿
合
わ
せ

て
二
十
九
点
を
ご
遺
族
八
城
直
（
や
し
ろ
す
な
ほ
）

氏
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
終
戦
直
後
昭
和
二
十
年

九
月
の
書
簡
を
含
む
二
十
九
点
を
通
し
、
戦
前
か
ら

戦
後
に
か
け
て
の
新
村
博
士
の
生
活
と
思
い
を
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。　
　
　

（
平
成
三
十
年
三
月
）

　

大
映
宣
伝
部
宛
の
新
村
出
博
士
の
葉
書
一
点
を
世

界
思
想
社
よ
り
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
大
映
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
に
答
え
、昭
和
二
十
六
年
公
開
の
映
画
『
源

氏
物
語
』
シ
ナ
リ
オ
を
読
ん
で
の
感
想
が
記
さ
れ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　

（
平
成
三
十
年
四
月
十
三
日
）

　

松
本
光
隆
氏
よ
り
著
書
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓

読
語
解
析
論
』
汲
古
書
院
（
平
成
二
十
九
年
八
月
刊
）

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。　
　

（
平
成
二
十
九
年
十
月
）

　

小
秋
元　

段
氏
よ
り
著
書
『
増
補　

太
平
記
と
古

新
村
出
賞

　

新
村
出
賞
を
受
賞
し
て

早　

津　

恵
美
子

　

こ
の
た
び
は
新
村
出
賞
と
い
う
栄
え
あ
る
賞
を
い

た
だ
き
、
た
い
へ
ん
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
選
考
に
あ

た
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
ま
た
新
村
出
記
念
財

団
の
関
係
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

日
本
語
の
使
役
文
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
多

数
の
論
考
が
あ
り
ま
す
が
、
小
著
『
現
代
日
本
語
の

使
役
文
』
は
そ
れ
ら
の
蓄
積
に
学
び
つ
つ
、
「
文
」

と
し
て
の
使
役
文
、
そ
の
要
素
で
あ
る
「
単
語
」
と

し
て
の
使
役
動
詞
（
「
動
詞
＋
セ
ル
」
）
と
い
う
単
位

を
意
識
し
、
現
代
日
本
語
の
使
役
文
の
実
態
を
実
証

的
・
総
合
的
に
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。

　

「
文
」
の
面
か
ら
は
、
使
役
文
の
構
文
・
意
味
的

な
タ
イ
プ
の
諸
相
、
中
心
的
な
使
役
文
の
表
す
文
法

的
な
意
味
、
使
役
文
・
受
身
文
・
原
動
文
の
な
す
ヴ
ォ

イ
ス
的
な
関
係
を
考
察
し
、
使
役
文
の
内
部
構
造
及

び
他
の
構
造
の
文
と
の
関
係
の
解
明
を
試
み
ま
し

た
。
一
方
、
「
単
語
」
と
い
う
面
か
ら
は
、
「
動
詞
＋

セ
ル
」
と
い
う
二
要
素
か
ら
な
る
形
式
が
文
の
要
素

新村出記念財団第 36 回贈呈式
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代
に
お
け
る
日
本
語
の
強
調
・
程
度
に
関
わ
る
副
詞

を
対
象
と
し
て
、
現
代
に
至
る
使
用
状
況
の
推
移
を

調
べ
、
意
味
や
用
法
の
変
化
、
同
時
代
的
な
関
係
な

ど
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　

私
は
、
当
初
、
現
代
の
類
義
語
の
分
析
に
関
心
を

持
ち
、
卒
業
論
文
で
は
現
代
語
の
類
義
関
係
に
あ
る

副
詞
を
扱
い
ま
し
た
。
し
か
し
大
学
院
に
進
学
し
、

近
世
・
近
代
の
資
料
を
読
む
う
ち
、
現
在
と
同
じ
語

が
使
用
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
異
な
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
気
に
懸

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

程
度
副
詞
は
、後
続
す
る
状
態
の
「
程
度
甚
だ
し
さ
」

を
表
す
と
い
う
共
通
す
る
働
き
を
も
ち
な
が
ら
、「
ず

い
ぶ
ん
」「
た
い
そ
う
」「
よ
ほ
ど
」「
あ
ま
り
」
…
と

多
数
の
語
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
、
一
見
し
た
だ
け
で

は
わ
か
ら
な
い
何
ら
か
の
役
割
を
分
担
し
て
い
ま
す
。

近
世
・
近
代
の
資
料
で
は
、
形
容
動
詞
な
ど
他
の
品

詞
で
の
用
法
が
見
ら
れ
た
り
、
現
代
の
用
法
で
は
置

き
換
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
た
例
が

見
ら
れ
た
り
し
て
、
今
と
は
役
割
分
担
の
あ
り
方
が

異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。「
ま
こ
と

に
」
や
「
ほ
ん
に
」、「
ほ
ん
と
う
に
」
な
ど
と
い
っ
た
、

真
実
で
あ
る
こ
と
を
表
す
、
似
た
よ
う
な
語
類
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

こ
れ
ら
は
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
、
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
よ
う
な
素
朴

な
疑
問
を
持
っ
た
こ
と
が
本
研
究
に
着
手
す
る
き
っ

研
究
奨
励
賞

　
　

受
賞
の
御
礼

市　

村　

太　

郎

　

こ
の
た
び
は
、
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る
賞
を
賜
り

ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
大
変
光

栄
に
存
じ
ま
す
。
審
査
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
関
係

者
の
皆
様
、
こ
れ
ま
で
ご
指
導
、
ご
助
力
を
た
ま
わ
っ

た
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
受
賞
に
与
か
り
ま
し
た
研
究
は
、
近
世
・
近

と
し
て
使
わ
れ
一
定
の
機
能
を
は
た
す
な
か
で
そ
の

分
離
性
を
失
っ
て
い
く
諸
相
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
「
動
詞
＋
セ
ル
」
を
一
単
語
と
捉
え
る
可
能
性

と
意
義
を
見
い
だ
し
ま
し
た
。
『
広
辞
苑
』
な
ど
多

く
の
国
語
辞
書
に
「
知
ら
せ
る
、
も
た
せ
る
、
く
わ

せ
る
、
泣
か
せ
る
、
泳
が
せ
る
」
等
が
立
項
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
「
動
詞
＋
セ
ル
」
の
語
彙
・
文
法
的
な

一
単
位
性
に
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ

不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
新
村
出
賞
を
賜

り
今
後
ま
す
ま
す
努
力
を
続
け
ね
ば
と
身
の
ひ
き
し

ま
る
思
い
で
す
。

　

私
は
学
部
で
は
心
理
学
を
学
び
、
卒
業
後
は
会
社

員
や
日
本
語
教
師
を
へ
て
三
十
歳
の
と
き
に
東
京
外

国
語
大
学
大
学
院
修
士
課
程
日
本
語
学
専
攻
に
入
学

し
ま
し
た
。
そ
し
て
修
了
後
も
う
少
し
勉
強
を
続
け

た
く
思
い
、
当
時
東
京
外
大
に
博
士
課
程
が
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
京
都
大
学
文
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
言
語
学
専
攻
で
学
ぶ
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
一
九
九
〇
年
か
ら
東
京
外
大
に
勤
め
て

お
り
ま
す
が
二
〇
〇
一
年
に
内
地
研
修
員
と
し
て
ふ

た
た
び
京
大
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学

部
で
全
く
日
本
語
を
学
ん
で
い
な
か
っ
た
私
が
こ
う

い
っ
た
歩
み
の
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
先
で
日
本
語

学
（
国
語
学
）
・
日
本
語
教
育
学
・
言
語
学
の
多
様

な
領
域
の
先
生
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
の
ご

指
導
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
私
の
大
切
な
財
産
で

す
。
ま
た
折
々
の
研
究
会
の
仲
間
や
東
京
外
大
の
学

生
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
少
し
ず
つ
歩

み
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
あ
ら
た
め
て
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。

　

小
著
の
公
刊
か
ら
一
年
半
ほ
ど
が
た
ち
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
非
常
に
狭
い
範
囲
の
勉
強
し
か
し
て

お
ら
ず
そ
れ
が
精
一
杯
で
し
た
。
こ
の
た
び
、
新
村

先
生
の
お
名
前
の
冠
さ
れ
た
賞
を
賜
り
、
も
ち
ろ
ん

新
村
先
生
は
高
く
遠
く
仰
ぎ
み
る
だ
け
で
す
が
、
少

し
で
も
勉
強
の
幅
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
こ
と
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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か
け
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
賞
を
賜
っ
た
こ
と
を
励

み
に
、
今
後
も
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

疑
問
で
あ
い
た
穴
を
埋
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
現
在
静
岡
市
の
大
学
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
が
、
新
村
出
先
生
も
旧
制
中
学
の
頃
を
静
岡

で
過
ご
さ
れ
、
静
岡
に
ゆ
か
り
が
深
か
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
そ
れ
を
知
っ
て
以
来
、
通
勤
途
中
に
富
士

山
を
見
て
は
、
新
村
先
生
も
こ
の
よ
う
な
景
色
を
見

て
日
々
志
を
新
た
に
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、
な

ど
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
静
岡
か
ら
見
る
大
き
な
富

士
山
の
姿
に
は
、
見
る
者
に
向
学
心
を
与
え
て
く
れ

る
よ
う
な
力
が
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
気
が
い
た
し
ま

す
。

　

こ
の
た
び
、
新
村
出
先
生
の
御
名
を
冠
し
た
賞
を

賜
っ
た
こ
と
と
、
新
村
先
生
ゆ
か
り
の
静
岡
市
に
住

ん
で
い
る
こ
と
に
あ
り
が
た
い
ご
縁
を
感
じ
つ
つ
、

ご
指
導
く
だ
さ
る
方
々
、
ご
協
力
く
だ
さ
る
方
々
、

温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
方
々
に
感
謝
し
、
今
後

の
研
究
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
な
も
の
か
症
候
群
」
と
呼
ば
れ
た
表
現
方
法
が
あ

る
。
「
だ
め
だ
」
「
問
題
だ
」
と
言
わ
ず
に
「
い
か
が

な
も
の
か
」
で
済
ま
せ
る
現
象
を
称
し
た
も
の
で
あ

る
。
実
際
に
こ
れ
は
隔
靴
掻
痒
の
感
じ
が
あ
っ
た
が
、

言
っ
た
本
人
は
問
題
を
提
起
し
て
み
た
だ
け
と
い
う

こ
と
で
、
否
定
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
安
心
感
が

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
表
現
の
基
本
に
な
る
の
は
婉
曲
表
現

で
あ
る
が
、
そ
れ
に
断
定
を
避
け
る
、
責
任
を
避
け

る
意
図
な
ど
が
加
わ
る
。

　

婉
曲
表
現
と
し
て
は
、

こ
れ
な
ん
か
が
そ
う
で
す
。
（
こ
れ
が
そ
う
で

す
）
。

お
金
の
方
は
大
丈
夫
か
？
（
お
金
は
あ
る

か
？
）
、
風
の
方
が
強
く
な
っ
て
き
た
。
（
風
が

強
く
な
っ
て
き
た
）
。

買
っ
た
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

買
っ
た
と
い
う
印
象
で
す
ね
。

私
的
に
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
肉
を
食
べ
な
い
人
だ
か
ら
。

の
よ
う
な
表
現
が
該
当
す
る
。
そ
れ
に
断
定
を
避
け

る
（
あ
る
い
は
強
い
言
葉
を
避
け
る
）
と
い
う
意
図

が
加
わ
る
も
の
と
し
て
、

ま
ち
が
っ
て
な
い
の
か
な
と
思
う
（
「
正
し
い
」

と
断
言
し
な
い
）
。

絶
対
い
や
だ
よ
ね
と
思
う
（
「
絶
対
い
や
だ
」

と
明
言
し
な
い
）
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
…
…
。

学
術
講
演

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
攷 

　
　

―
―
日
本
語
と
日
本
文
化
―
―

木　

田　

章　

義

　

昨
年
、
新
幹
線
内
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
発
火
し
、
車

中
が
煙
だ
ら
け
に
な
っ
た
と
き
、
持
ち
主
の
若
い
男

性
が
、
「
避
難
し
て
貰
っ
て
良
い
で
す
か
」
と
後
席

の
乗
客
に
頼
む
動
画
が
放
送
さ
れ
た
（
二
〇
一
七
年

九
月
）
。
覚
え
て
い
る
方
も
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

緊
急
の
事
で
あ
る
か
ら
「
避
難
し
ろ
」
で
も
構
わ
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
こ
し
和
ら
げ
て
「
避
難
し
て

下
さ
い
」
く
ら
い
か
。
こ
う
考
え
る
の
は
古
い
人
で
、

現
代
で
は
命
令
形
は
、
運
動
部
か
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の

中
に
限
ら
れ
て
き
て
、
一
般
社
会
で
は
喧
嘩
を
除
け

ば
、「
～
し
て
く
だ
さ
い
」
、
少
し
柔
ら
か
く
し
て
「
～

し
て
貰
え
ま
す
か
」
、
更
に
和
ら
げ
て
「
～
し
て
貰
っ

て
良
い
で
す
か
」
な
ど
が
ほ
ぼ
命
令
形
に
代
用
さ
れ

る
。
極
め
て
遠
慮
が
ち
な
言
語
生
活
を
送
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
「
排
除
す
る
」
「
さ
ら
さ
ら
あ
り
ま

せ
ん
」
と
い
う
よ
う
な
言
葉
は
実
に
傲
岸
な
態
度
に

受
け
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
は
昨
年
の

衆
議
院
選
挙
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

日
本
人
の
言
葉
に
対
す
る
感
覚
は
極
め
て
繊
細

で
、
社
会
の
複
雑
化
以
上
に
、
微
妙
に
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
一
時
、
話
題
に
な
っ
た
「
い
か
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店
ざ
ら
し
に
な
っ
て
き
た
感
が
あ
る
。

（
タ
ク
シ
ー
で
）「
こ
こ
左
で
良
い
で
す
か
」（
＝

左
に
曲
が
れ
）

　

責
任
を
避
け
る
も
の
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
の
「
い

か
が
な
も
の
か
」
を
筆
頭
に
、

～
に
な
り
ま
す
。
（
三
〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。

こ
こ
が
厨
房
に
な
り
ま
す
。
こ
ち
ら
が
チ
ャ
ー

ハ
ン
に
な
り
ま
す
）

扉
が
閉
ま
り
ま
す
（
車
掌
の
車
内
放
送
）

疑
問
を
感
じ
た
の
は
私
一
人
で
は
無
い
（
疑
問

に
思
っ
て
い
る
人
々
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
）

　

そ
の
他
に
、
「
配
慮
」
に
よ
る
表
現
も
あ
る
。

　
　

中
国
の
人
、
韓
国
の
人
、
在
日
朝
鮮
人
の
人
な

ど
で
あ
る
。
文
章
中
で
は
ア
メ
リ
カ
人
、
カ
ナ
ダ
人

と
同
じ
よ
う
に
「
中
国
人
」
「
韓
国
人
」
「
在
日
朝
鮮

人
」
と
用
い
ら
れ
る
が
、
口
頭
語
で
は
、
「
～
の
人
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

そ
れ
ら
の
中
で
も
、
違
和
感
を
持
つ
人
が
比
較
的

多
い
の
が
、
「
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
「
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
は
か
な
り
前
か

ら
問
題
に
さ
れ
て
お
り
、
文
化
庁
の
平
成
十
九
年
の

「
敬
語
の
指
針
」
で
は
、
「
（
ア
）
相
手
側
又
は
第
三

者
の
許
可
を
受
け
て
行
い
、
（
イ
）
そ
の
こ
と
で
恩

恵
を
受
け
る
と
い
う
事
実
や
気
持
ち
の
あ
る
場
合
に

使
わ
れ
る
」
と
説
明
し
、
そ
の
中
で
、「
（
ア
）
、（
イ
）

の
条
件
を
実
際
に
は
満
た
し
て
い
な
く
て
も
，
満
た

し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
立
て
て
使
う
用
法
が
あ

り
」
と
し
て
，
「
そ
の
見
立
て
を
ど
の
程
度
自
然
な

も
の
と
し
て
受
け
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
，
そ
の

個
人
に
と
っ
て
の
「
…
（
さ
）
せ
て
い
た
だ
く
」
に

対
す
る
「
許
容
度
」
を
決
め
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら

れ
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
、

（
一
）
「
私
は
、
新
郎
と
三
年
間
同
じ
ク
ラ
ス
で
勉
強

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
者
で
す
」

（
二
）
「
私
は
、
○
○
高
校
を
卒
業
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
」

な
ど
も
そ
の
見
立
て
が
許
容
範
囲
で
あ
れ
ば
問
題
が

な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
昔
か
ら
違
和
感
を
も
つ
人
々

が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

る
。
「
さ
せ
る
（
相
手
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
許
可
・

承
認
を
得
る
）
」
と
「
い
た
だ
く
（
相
手
、
あ
る
い

は
関
係
者
の
恩
恵
を
蒙
る
）
」
が
重
な
っ
て
い
る
の

で
、
（
ア
）
（
イ
）
の
条
件
の
元
に
使
用
で
き
、
こ
の

二
つ
の
条
件
を
満
た
す
状
況
な
ら
、
古
く
か
ら
使
用

さ
れ
て
お
り
、
特
に
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
。
問
題

は
（
一
）
（
二
）
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
（
一
）
な
ど

は
、
ク
ラ
ス
替
え
は
生
徒
に
は
権
限
が
な
く
、
学
校

の
都
合
で
同
級
生
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

許
可
・
承
認
と
い
う
点
で
問
題
が
あ
る
し
、
新
郎
の

恩
恵
に
よ
っ
て
勉
強
で
き
た
の
で
は
な
い
の
で
不
自

然
に
な
る
。
二
つ
の
条
件
と
い
う
点
か
ら
は
認
め
が

た
い
表
現
で
あ
る
。
（
二
）
の
場
合
は
、
高
校
の
所

定
の
年
限
在
籍
し
、
所
定
の
単
位
を
得
て
卒
業
し
て

い
る
の
で
「
卒
業
し
た
」
で
も
よ
い
が
、
あ
る
い
は

教
員
の
温
情
に
よ
っ
て
単
位
を
認
定
し
て
貰
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
関
係
者
の
許
可
・
承
認
を

得
た
う
え
で
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
、
そ
の

卒
業
の
お
か
げ
で
大
学
に
進
学
で
き
た
（
就
職
で
き

た
）
の
で
、
恩
恵
を
蒙
っ
た
と
い
う
表
現
を
し
て
お

く
。
こ
う
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
状
況
で
卒
業
し
て
い

て
も
問
題
は
な
い
。
多
く
の
人
を
対
象
に
し
た
話
で

は
、
聞
き
手
に
ど
う
い
う
関
係
者
が
交
じ
っ
て
い
る

か
分
か
ら
な
い
の
で
、
こ
の
表
現
を
用
い
れ
ば
安
全

で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
、
会
議
や
発
表
な
ど
の
多
く

の
人
間
を
対
象
と
す
る
話
に
用
い
ら
れ
や
す
い
。
頻

用
さ
れ
る
内
に
、
両
語
が
連
語
と
な
っ
て
、
一
語
化

し
て
ゆ
く
と
、
一
つ
一
つ
の
語
に
対
す
る
意
識
が
曖

昧
に
な
り
、
二
つ
の
条
件
も
曖
昧
化
す
る
。
そ
の
結

果
、
こ
の
表
現
が
も
っ
と
も
丁
寧
な
謙
譲
的
表
現
と

意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
う

な
る
と
（
一
）
の
よ
う
な
表
現
も
表
れ
る
の
で
あ
る
。

　

敬
語
は
用
い
る
人
の
感
覚
に
よ
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
こ
の
表
現
を
ご
く
普
通
に
受
け
止
め
る
人
も
あ

れ
ば
、
間
違
っ
て
い
る
と
感
じ
る
人
も
い
る
。
あ
る

い
は
慇
懃
無
礼
な
奴
だ
と
毛
嫌
い
す
る
人
も
あ
ろ

う
。
正
誤
の
判
断
は
時
代
に
よ
っ
て
、
集
団
に
よ
っ

て
変
化
し
て
く
る
。

　

た
だ
、
こ
の
表
現
は
相
手
に
対
す
る
精
神
的
負
担

を
軽
減
す
る
場
合
に
も
使
用
さ
れ
る
。
相
手
会
社
の

苦
境
を
知
っ
た
工
場
長
が
「
（
赤
字
覚
悟
で
）
や
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
ほ
ぼ
「
や
り
ま
す
」
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。
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現
代
の
言
語
生
活
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
謙
遜

的
表
現
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
新
聞
を
初
め
と
し

て
多
く
の
媒
体
に
意
見
が
出
さ
れ
る
の
で
、
現
代
語
、

あ
る
い
は
現
代
社
会
の
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
の
よ
う
な
表
現

は
古
く
か
ら
の
日
本
文
化
の
特
徴
で
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　

最
初
の
兆
候
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
平
安
時

代
に
、
自
発
・
受
身
・
可
能
の
意
味
に
用
い
ら
れ
た

助
動
詞
の
「
る
、
ら
る
」
に
、
尊
敬
の
意
味
が
加
わ
っ

た
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
る
。
奈
良
時
代
に
は
「
る
・

ら
る
」
と
い
う
形
と
「
ゆ
・
ら
ゆ
」
と
い
う
形
が
あ

る
。
同
じ
語
の
音
変
化
し
た
も
の
な
の
で
、
こ
こ
で

は
「
る
・
ら
る
」
で
代
表
し
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

　

古
く
は
「
る
」
が
四
段
活
用
と
ナ
行
変
格
活
用
の

動
詞
に
接
続
し
て
お
り
、
「
ら
る
」
は
存
在
し
て
い

な
か
っ
た
。
奈
良
時
代
に
「
寝
る
」
と
い
う
下
二
段

動
詞
に
「
ら
る
」
が
接
続
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

そ
れ
も
「
寝
ら
れ
な
い
」
と
い
う
否
定
に
使
用
さ
れ

た
。
つ
ま
り
不
可
能
の
意
味
で
あ
る
。
も
と
も
と
通

常
の
動
詞
を
使
用
す
れ
ば
、
そ
れ
が
可
能
の
意
味
を

含
む
の
で
、
可
能
表
現
は
あ
ま
り
発
達
し
て
い
な

か
っ
た
。
た
と
え
ば
「
明
日
行
く
」
と
い
え
ば
、
当

然
、
「
明
日
行
く
こ
と
が
出
来
る
」
と
い
う
意
味
を

含
ん
で
い
る
。
も
し
行
け
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ

で
不
可
能
表
現
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
奈
良
時
代

な
ら
、
「
あ
ふ
・
う
（
得
）
・
か
つ
・
か
ぬ
・
か
た
し

（
難
）
」
な
ど
の
語
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

思
わ
れ
る
。
（
四
）
な
ど
は
ま
だ
自
発
の
意
味
が
残
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
、
「
自
然
に
思
い
出
す
」
と
い
う

意
味
に
と
っ
て
も
良
い
く
ら
い
な
の
で
あ
る
が
、
光

源
氏
の
動
作
で
、
「
お
ぼ
し
出
ず
」
と
い
う
敬
語
が

前
に
あ
る
の
で
、
敬
意
が
含
ま
れ
て
い
る
と
理
解
さ

れ
る
。

　

平
安
時
代
の
「
る
・
ら
る
」
は
ま
だ
自
発
や
受
身

の
匂
い
を
残
し
て
お
り
、
（
三
）
も
受
身
と
解
釈
し

て
も
か
ま
わ
な
い
。
（
五
）
は
尊
敬
の
意
味
で
問
題

な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
四
十
の
賀
を
開
い
た
の
は

堀
川
大
臣
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
の
人
間
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
受
身
の
匂
い
が
無
い
と
は

言
え
な
い
。

　

た
だ
し
、
こ
の
敬
意
は
軽
い
も
の
で
、
現
在
の
関

西
方
言
の
「
遊
び
に
行
き
ハ
ル
／
行
か
ハ
ル
」
の
「
ハ

ル
」
と
同
程
度
で
あ
る
。
丁
寧
に
表
現
す
る
だ
け
の

語
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
程
度
の
敬
意
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
身
内
に
も
、
ま
た
歓
迎
さ
れ
な
い
相
手

に
も
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
「
お
父
さ
ん

ど
こ
か
に
行
か
は
っ
た
」
「
泥
棒
が
入
ら
は
っ
た
」
）
。

　

こ
の
「
る
・
ら
る
」
は
平
安
時
代
以
降
、
少
し
ず

つ
敬
意
を
高
め
て
ゆ
き
、
広
範
囲
に
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
。
平
安
時
代
末
（
院
政
期
）
か
ら

鎌
倉
時
代
あ
た
り
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
軽
い
敬
語
か

ら
、
高
い
身
分
の
人
物
の
動
作
に
も
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
く
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

（
六
）
「
あ
か
き
色
紙
の
物
忌
、
い
と
ひ
ろ
き
つ
け
て
、

つ
ち
と
ひ
と
し
う
、
さ
け
ら
れ
た
り
し
か
ば
」

こ
の
中
、
「
で
き
る
」
と
い
う
肯
定
表
現
に
用
い
ら

れ
る
の
は
「
う
」
く
ら
い
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
「
る
」
は
、
本
来
は
「
自
発
」
の
意
味
が
基

本
で
、「
自
然
に
そ
う
な
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
た
。

「
草
、
風
に
吹
か
る
」
と
い
う
の
は
、
風
が
吹
い
て

草
が
揺
れ
る
自
然
の
状
態
を
、
草
を
主
格
に
し
て
表

現
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
「
思
は
る
」
と
い
う
の

は
自
然
に
思
い
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
「
る
」
は
自
然
に
そ
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
受
身

や
可
能
の
意
味
が
派
生
し
て
き
て
い
る
。

　

平
安
時
代
に
な
る
と
、
「
る
」
に
尊
敬
の
意
味
が

加
わ
る
と
言
わ
れ
る
。
例
え
ば
、

（
三
）
歌
奉
れ
と
仰
せ
ら
れ
し
時
よ
み
て
奉
れ
る
（
『
古

今
和
歌
集
』
）

（
四
）
ま
づ
藤
壺
わ
た
り
を
お
ぼ
し
出
ら
る
（
『
源
氏

物
語
』
「
花
宴
」
）

（
五
）
昔
、
堀
川
大
臣
と
申
す
い
ま
そ
が
り
け
り
。

四
十
の
賀
、
九
条
の
家
に
て
せ
ら
れ
け
る
日

（
『
伊
勢
物
語
』
）

な
ど
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
た
し
か
に
身
分
の
高

い
人
物
の
行
為
を
表
し
て
お
り
、
敬
意
を
表
し
て
い

る
と
言
っ
て
よ
い
。
で
は
な
ぜ
自
発
の
意
味
か
ら
敬

意
が
生
じ
た
の
か
。

　

こ
れ
は
、
身
分
の
高
い
人
物
が
直
接
そ
の
行
為
を

行
っ
た
と
表
現
す
る
こ
と
を
避
け
て
、
そ
の
行
為
が

自
然
に
行
わ
れ
、
そ
う
い
う
状
況
が
生
じ
た
と
表
現

す
る
婉
曲
表
現
か
ら
生
じ
て
き
た
表
現
で
あ
ろ
う
と
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（
『
大
鏡
』
）

（
七
）
「
一
巻
と
せ
し
め
給
て
後
集
と
な
つ
け
ら
れ
た

り
」
（
『
大
鏡
』
）

な
ど
で
あ
る
。
（
七
）
は
上
に
「
給
ふ
」
が
あ
り
、

明
ら
か
に
敬
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　

同
輩
程
度
か
ら
天
皇
・
親
王
ま
で
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
よ
り
身
分
が
高
い
と
思
わ
れ
る
相
手

に
対
し
て
、
軽
す
ぎ
て
用
い
に
く
く
な
る
。
旧
来
用

い
ら
れ
て
き
た
敬
語
、
「
仰
す
、
ご
覧
ず
、
の
た
ま

は
す
」
な
ど
も
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、「
行
く
、
言
う
、

見
る
、
食
べ
る
」
な
ど
、
種
類
が
少
な
く
、
用
い
る

場
面
に
制
限
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
あ
ら
た
に
「
お
行

き
あ
る
」
の
形
、
つ
ま
り
「
お
＋
動
詞
連
用
形
＋
あ

る
」
と
い
う
表
現
を
編
み
出
し
、
よ
り
丁
寧
な
敬
語

と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
形

も
、
動
詞
連
用
形
が
名
詞
と
な
り
、
「
行
く
こ
と
」

に
「
お
」
が
つ
い
て
「
お
行
き
に
な
る
こ
と
」
と
な

り
、
そ
の
こ
と
が
「
あ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
根
底
に
も
、
婉
曲
的
表
現
が
あ
る
。
こ

の
表
現
の
後
裔
が
、
現
代
で
も
使
わ
れ
る
「
お
行
き

に
な
る
」
で
あ
る
。
「
ゆ
く
こ
と
」
に
「
な
る
」
と

い
う
表
現
で
、「
自
然
に
そ
う
な
る
」
と
い
う
、
い
っ

そ
う
曖
昧
な
表
現
へ
と
変
化
し
て
い
る
。

　

こ
の
発
想
が
、
現
代
で
も
問
題
に
さ
れ
る
、

「
三
〇
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
」
の
「
な
り
ま
す
」
と

い
う
表
現
に
つ
な
が
る
。
こ
れ
も
主
体
の
積
極
的
な

意
志
行
動
を
表
現
す
る
こ
と
を
避
け
て
、
自
然
に
そ

う
な
っ
た
と
い
う
表
現
形
式
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
あ
な
た
が
食
べ
た
結
果
、
三
〇
〇
〇
円
の
価

格
に
達
し
て
い
る
」
と
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
私
に
は
責
任
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
あ
な
た
の
行
動

の
結
果
で
す
よ
」
と
い
う
言
い
訳
も
含
ん
で
い
る
。

「
こ
こ
が
現
場
に
な
り
ま
す
」
「
定
価
は
一
万
円
に
な

り
ま
す
」
な
ど
、
「
自
然
に
そ
う
な
っ
た
」
と
表
現

し
よ
う
と
す
る
態
度
は
、
平
安
時
代
か
ら
現
代
ま
で

一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
敬
意
だ
け
で
な
く
、
間
接
的
表
現
、

婉
曲
表
現
を
好
む
体
質
は
外
に
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、

外
来
語
の
愛
用
は
そ
う
い
う
意
識
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
負
け
た
と
き
に
「
次
は
リ
ベ

ン
ジ
し
ま
す
」
と
発
言
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
「
報
復
す
る
、
仕
返
し
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
な
か
な
か
「
仕
返
し
て
や
る
」
と
い
う
選
手
に

出
逢
う
こ
と
は
な
い
。
「
尊
敬
し
て
い
る
」
と
い
う

の
は
大
げ
さ
な
の
で
「
リ
ス
ペ
ク
ト
す
る
」
と
い
う
。

挙
げ
句
の
果
て
に
は
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
と
か
「
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
］
な
ど
と
も
い
う
。
こ
れ
ら
の
長

い
語
は
「
同
意
」
「
（
法
令
）
遵
守
」
で
良
い
の
で
あ

る
が
、
外
来
語
を
使
う
と
、
偉
く
見
え
そ
う
だ
と
い

う
意
識
が
あ
る
他
に
、
外
来
語
は
感
情
の
裏
打
ち
が

弱
い
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
主
張
し
て
い
る
こ
と
に

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
」
と
言
う
の
と
「
法
令
遵
守
」
と
い
う
の
で
は
そ

の
表
す
意
味
の
強
さ
が
異
な
る
の
で
、
「
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
」
は
看
板
程
度
の
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
外
来
語
を
多
用
す
る
人
間

は
信
頼
性
に
欠
け
る
と
判
断
す
る
人
も
あ
る
く
ら
い

で
あ
る
（
私
で
あ
る
が
）
。

　

受
身
多
用
と
い
う
の
も
、
婉
曲
表
現
と
な
る
こ
と

が
多
い
。
通
常
は
欧
米
の
文
法
に
従
っ
て
、
「
～
を
」

と
い
う
格
を
と
る
他
動
詞
は
受
身
に
な
る
。
「
殴
る
」

と
い
う
動
詞
な
ら
、「
太
郎
は
花
子
を
殴
る
」
が
「
花

子
は
太
郎
に
殴
ら
れ
る
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
で
あ

る
。
日
本
語
で
は
、
自
動
詞
に
も
受
身
が
あ
り
、
そ

れ
が
迷
惑
を
受
け
る
と
い
う
意
味
を
含
み
、
「
迷
惑

の
受
身
」
と
教
え
ら
れ
て
い
る
。
「
子
ど
も
が
泣
く
」

の
「
泣
く
」
は
自
動
詞
で
あ
る
が
、
そ
の
自
動
詞
が

受
身
と
な
っ
て
「
子
ど
も
に
泣
か
れ
る
」
と
な
る
と
、

「
子
ど
も
に
泣
か
れ
て
困
っ
た
」
と
い
う
意
味
を
含

む
。
「
親
に
死
な
れ
る
」
「
雨
に
降
ら
れ
る
」
な
ど
、

迷
惑
を
受
け
る
と
い
う
意
味
を
含
む
。
と
こ
ろ
が
実

は
日
本
語
の
受
身
に
は
他
動
詞
の
場
合
で
も
迷
惑
の

意
味
を
含
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
「
ノ
ー

ト
に
書
か
れ
た
」
「
人
に
見
ら
れ
た
」
「
川
に
流
さ
れ

た
」
な
ど
、
実
に
多
様
に
受
け
身
形
を
使
う
。
「
（
～

さ
れ
て
）
困
っ
た
」
と
い
う
表
出
は
し
な
い
が
、「
私
」

が
主
格
の
場
合
に
は
、
「
迷
惑
だ
っ
た
」
と
い
う
意

味
を
含
む
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
う

い
う
意
味
を
含
ま
ず
に
表
現
す
る
場
合
も
あ
る
。「
先

生
に
呼
ば
れ
た
」
と
い
う
単
純
に
出
来
事
を
表
現
す

る
場
合
も
あ
る
が
、
「
（
面
倒
な
こ
と
に
）
先
生
に
呼

ば
れ
た
」
と
い
う
意
味
合
い
で
も
使
え
る
の
で
あ
る
。
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日
本
語
の
受
身
は
日
常
生
活
で
多
用
す
る
の
で
、「
犬

に
咬
ま
れ
た
」
と
い
う
表
現
な
ど
も
ご
く
自
然
な
表

現
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
受
身
表
現
が
で
き
な
い

言
語
は
意
外
に
多
い
。
そ
う
い
う
言
語
で
は
、
「
犬

が
私
を
噛
ん
だ
」
と
し
か
言
え
な
い
の
で
あ
る
（
ト

ル
コ
語
や
ウ
イ
グ
ル
語
な
ど
の
ア
ル
タ
イ
系
言
語
）
。

受
け
身
形
を
好
む
の
は
明
瞭
に
「
嫌
だ
」
「
迷
惑
だ
」

と
言
わ
ず
に
、
言
外
に
匂
わ
せ
る
表
現
法
を
好
む
か

ら
で
あ
ろ
う
。

　

敬
意
は
身
分
の
上
下
だ
け
で
な
く
、
家
柄
や
女
性

に
対
す
る
配
慮
も
必
要
で
あ
り
、
社
交
的
敬
語
も
あ

る
。
『
枕
草
子
』
で
も
地
位
の
低
い
人
に
も
敬
語
を

使
う
こ
と
を
奨
励
し
て
い
る
し
、
実
際
に
女
性
に
対

し
て
「
汝
（
な
）
」
と
呼
び
か
け
る
歌
に
対
し
て
、

源
俊
頼
（
一
〇
五
五
～
一
一
二
九
年
、
歌
人
）
は
「
女

房
な
ど
は
、
我
に
品
下
り
た
れ
ど
も
、
言
葉
は
う
や

ま
ひ
て
こ
そ
い
ふ
め
れ
」
と
批
判
し
て
い
る
（
元
永

元
年
十
月
二
日
内
大
臣
忠
通
家
歌
合
）
。
つ
ま
り
女

性
に
対
し
て
は
上
品
な
言
葉
を
使
う
べ
き
で
あ
る
と

い
う
意
識
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
敬
語
、
あ
る
い
は
敬
意
を
表
す
表
現
は
現
実
の
社

会
の
中
で
は
、
か
な
り
複
雑
な
配
慮
を
必
要
と
し
た

の
で
あ
る
。
現
代
で
も
女
性
に
対
し
て
は
荒
々
し
い

言
葉
を
控
え
る
傾
向
は
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
は
土
産
物
な
ど
を
渡
す
時
に
、
「
つ
ま

ら
な
い
も
の
で
す
が
」
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

今
で
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ

れ
は
謙
遜
を
嫌
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
謙
遜
方
法
が

る
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
人
間

関
係
を
作
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
少
し
心
配
は
心
配
で

あ
る
（
こ
の
表
現
も
曖
昧
表
現
で
あ
る
）
。

出
張
講
義
に
つ
い
て

　

財
団
で
は
そ
の
公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
、
近
畿

圏
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
お
よ
び
非
営

利
団
体
を
対
象
に
『
広
辞
苑
』
と
新
村
博
士
に
つ
い

て
、
日
本
語
と
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
、
ま
た
広
く
こ

と
ば
の
研
究
に
つ
い
て
、
講
師
を
派
遣
し
、
出
張
講

義
を
行
い
ま
す
。
講
義
料
、
講
義
者
の
交
通
費
な
ど

は
不
要
で
す
。
講
義
の
内
容
例
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
お
し
ら
せ
」
の
ペ
ー
ジ
、「
一
般
の
お
知
ら
せ
」

の
項
目
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
講
師
の
派
遣
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
手
紙
で
財
団
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

古
び
た
こ
と
、
ま
た
言
葉
の
意
味
を
捉
え
て
、
「
つ

ま
ら
な
い
も
の
な
ら
持
っ
て
く
る
な
」
と
感
じ
る
人

も
出
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
時
代
に
応
じ
て
謙
遜
の

方
法
も
変
わ
っ
て
く
る
。
敬
語
や
謙
遜
の
表
現
は
感

情
や
判
断
の
裏
打
ち
が
あ
る
か
ら
、
変
化
が
激
し
い
。

そ
う
い
う
敬
語
の
複
雑
さ
か
ら
、「
お
寒
い
、
お
受
験
、

お
通
じ
、
お
笑
い
ぐ
さ
」
な
ど
、
敬
意
を
含
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
逆
に
か
ら
か
っ
た
り
、
批
判
し
た
り

す
る
表
現
も
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
婉
曲
表
現
を
敬
語
に
代
用
し
た
り
、

責
任
回
避
に
用
い
た
り
す
る
意
識
は
、
平
安
時
代
以

来
、
ず
っ
と
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
よ

う
に
語
り
か
け
る
対
象
が
広
く
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

階
層
を
相
手
に
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
周
到
な
配
慮

を
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
反
発
を
受
け
た
り
、
炎
上

し
た
り
し
て
し
ま
う
。
よ
り
一
層
、
腰
の
低
い
表
現

方
法
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
た
し

か
で
あ
る
。

　

「
行
く
な
」
と
言
え
ば
、
行
か
な
か
っ
た
結
果
、

生
じ
た
出
来
事
に
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

よ
う
に
感
じ
る
。
「
行
か
な
い
方
が
よ
い
」
な
ら
、

そ
の
責
任
は
少
し
軽
く
な
る
。
「
行
か
な
い
方
が
良

い
か
な
」
と
な
れ
ば
さ
ら
に
責
任
は
軽
く
な
る
。
「
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
行
か
な
い
方
が
良
い
か
な
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
か
な
」
と
な
れ
ば
、
も
う
責
任
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
言
っ
て
も
良
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
を
日
本
人
は
作
り
上
げ
つ
つ
あ

新
村
出
先
生
遺
詠

こ
き
ま
ぜ
て
銀
杏
プ
ラ
タ
ン
霜
葉
せ
ば

　
　
都
の
秋
の
錦
は
ゆ
ら
む

　
　
　
　
都
新
聞
復
刊
に
寄
す

（
昭
和
三
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
）
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京都鞍馬口
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ら
地
下
鉄
鞍
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駅
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10
分

　
　
　
地
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鞍
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駅
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車
徒
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５
分
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文
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開
室
日
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室
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月
・
金
曜
日
（
国
民
の
祝
日
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休
み
）
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十
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午
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時
～
四
時
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村
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記
念
財
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重
山
文
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会
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通

紫　明　通

鞍馬口通
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一
般
財
団
法
人
新
村
出
記
念
財
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監
事
・
評
議
員
・
理
事
名
簿
（
平
成
三
十
年
五
月
現
在
）

監　
　
　

事	

遠
藤　
　

邦
基　

（
国
語
学
）	

奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授　

	

真
田　
　

信
治　

（
国
語
学
）	

大
阪
大
学
名
誉
教
授

評

　

議　

員	

浅
野　
　

敏
彦　

（
国
語
学
）	

大
阪
成
蹊
短
期
大
学
名
誉
教
授

	
大
槻　
　
　

信　

（
国
語
学
）	

京
都
大
学
教
授

	

金　
　
　

文
京　

（
中
国
語
学
・
中
国
文
学
）　

鶴
見
大
学
教
授

	

小
林　
　

千
草　

（
国
語
学
）	

元
東
海
大
学
文
学
部
教
授

	

玉
村　
　

禎
郎　

（
国
語
学
）	

杏
林
大
学
教
授

	

山
口　
　

康
子　

（
国
語
学
）	

長
崎
大
学
名
誉
教
授

	

由
本　
　

陽
子　

（
言
語
学
）	
大
阪
大
学
教
授

	

吉
田　
　

和
彦　

（
言
語
学
）	

京
都
大
学
教
授

代

表

理

事	

藤
本　
　

幸
夫　

（
言
語
学
）	

富
山
大
学
名
誉
教
授

業
務
執
行
理
事	

佐
藤　
　

昭
裕　

（
言
語
学
）	

京
都
大
学
名
誉
教
授

	

吉
野　
　

政
治　

（
国
語
学
）	

同
志
社
女
子
大
学
特
任
教
授

理　
　
　

事	

今
西　

裕
一
郎　

（
国
文
学
）	

九
州
大
学
、
国
文
学
研
究
資
料
館
名
誉
教
授

	

木
田　
　

章
義　

（
国
語
学
）	

京
都
大
学
名
誉
教
授

	

桑
原　
　

正
雄　
　
　
　
　
　

	

岩
波
書
店
取
締
役

	

小
林　
　

芳
規　

（
国
語
学
）	

広
島
大
学
名
誉
教
授

	

鈴
木　
　
　

泰　

（
国
語
学
）	

東
京
大
学
名
誉
教
授


